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◆津波被害を受けた水田では、「湛水後の排水」で十分除塩できます。 
 

【除塩作業の流れ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

担当研究室 技術部作物研究室 〒024-0003 北上市成田 20-1 TEL. 0197-68-4417  FAX. 0197-71-1083 

除塩対策により津波被災水田で水稲栽培できます！ 

調査事例での除塩回数は・・ 
作付前の土壌 EC 4dS/m 以上 →  6 回 
作付前の土壌 EC 2～3dS/m  →  2～3 回 

◆除塩対策しないと・・・ 

→葉先枯れ、茎数不足、穂数不足、減収・・・ 

湛水後排水で効果は十分
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◆被災後初めて作付けで 

注意することは・・・？ 

 
◎まだ、塩類濃度が下がっていない

場合がありますので、EC を確認
の上で除塩対策を行って下さい。

 
◎ヒエなどの雑草多発が懸念されま

すので、体系的な雑草防除が必要

です。 

 

通常の収量
を確保！ 
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